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故
事

江
南
橘
為
江
北
枳

練
習
問
題

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

　

晏あ
ん

子し

将ま
さ
ニ

す

使ヒ
セン

ト

荊
。

け
い
ニ

荊

王

聞キ
テ

之
、

ヲ

謂い

ヒ
テ

左
Ａ

右ニ

曰
、

ハ
ク

晏
「

子ハ

賢

人

也
。

な
り

今

方
ａ

来
。

き
タ
ラ
ン

ト
ス

欲ス

辱
は
づ
か
し

メ
ン
ト

之
。

ヲ

何ヲ

Ｂ

以テ
セ
ン

也
。」

や

ト

左

右

対
こ
た
へ
テ

曰
、

ハ
ク

為
「

も

シ

其レ

来タ
ラ
バ

也
、
臣

請フ

縛シ

一

人
、

ヲ

過ギ
テ

王ヲ

而

行
。」

カ
ン
ト

　

於お

イ
テ

是こ
こ
ニ

荊

王

与
ｂ

晏

子

立チ
テ

語
。

ル

有
Ｃ

縛

一

人
、
過

王

而

行
。
王

曰
、

ハ
ク

何
「Ｄ

為ル

者ゾ

也
。」

ト

対ヘ
テ

曰
、

ハ
ク

斉
「

せ
い

人ひ
と

也
。」

ト

王

曰
、

ハ
ク

何
「

ニ
カ

坐
。」

セ
ル
ト

Ｅ

曰
、

ハ
ク

坐
「

セ
リ
ト

盗
。」

ニ

王

曰
、

ハ
ク

斉
「

人

固
も
と
ヨ
リ

盗ス
ル

乎
。」

か

ト

晏

子

反
‐
顧シ

テ

之ヲ

曰
、

ハ
ク

江
「

南ニ

有リ

橘
、
斉

王

使し

メ
テ

人ヲ
シ
テ

取ラ

之ヲ

而

樹
う
ウ
ル
ニ

之ヲ

於

江

北
、

ニ

生ジ
テ

不シ
テ

為ラ

橘
、

ト

乃
ｃ

為ル

枳
。

ト

所
‐

Ｆ

以ノ

然し
か
ル

者ハ

何
。

ゾ

其ノ

土

地

使ム
ル

之ヲ
シ
テ

然ラ

也
。
今

斉

人

居
を
リ
テ
ハ

斉ニ

不

盗セ

来タ
セ
バ

之ヲ

荊ニ

而

盗
。

ス

得ン

無キ
ヲ

土

地ノ

使ム
ル

之ヲ
シ
テ

然ラ

乎
。」

や

ト

荊

王

曰
、

ハ
ク

吾
「

欲シ
テ

傷
そ
こナ

ハ
ン
ト

子ヲ

而

反ツ
テ

自ラ

中あ

ツ
ル

也
。」

ト
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問
一

二
重
傍
線
部
ａ
～
ｃ
の
読
み
を
、
送
り
仮
名
も
含
め
て
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
よ
。〈
４
点×

３
〉
知
識

問
二

傍
線
部
Ａ
の
意
味
を
答
え
よ
。〈
５
点
〉
知
識

問
三

傍
線
部
Ｂ
と
あ
る
が
、
荊
王
は
何
を
尋
ね
て
い
る
の
か
。
簡
潔
に
答
え
よ
。〈
５
点
〉
読
む

問
四

傍
線
部
Ｃ
に
つ
い
て
、
「
一
人
の
者
を
縛
り
上
げ
、
王
の
側
を
通
り
か
か
る
者
が
い
た
」
と
い
う
意
味
に
な
る
よ
う
に
、
白
文
に
返
り
点
と
送
り

仮
名
を
施
せ
。〈
５
点
〉
知
識

問
五

傍
線
部
Ｄ
・
Ｆ
を
現
代
仮
名
遣
い
の
平
仮
名
で
書
き
下
し
文
に
直
せ
。〈
５
点×

２
〉
知
識

問
六

傍
線
部
Ｅ
と
同
じ
意
味
で
「
坐
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
熟
語
を
、
次
か
ら
選
べ
。〈
５
点
〉
知
識

ア

正
坐

イ

坐
右

ウ

坐
臥

エ

連
坐

オ

坐
禅

問
七

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
か
ら
選
べ
。〈
８
点
〉
読
む

ア

荊
王
は
側
近
た
ち
の
助
言
に
よ
っ
て
、
賢
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
晏
子
に
恥
を
か
か
せ
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。

イ

荊
王
と
晏
子
が
立
っ
て
話
を
し
て
い
る
と
き
、
盗
み
を
犯
し
た
斉
の
人
を
捕
ら
え
た
人
が
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
。

ウ

晏
子
は
荊
王
を
説
得
す
る
た
め
、
北
方
に
あ
る
斉
を
江
北
の
土
地
に
た
と
え
、
南
方
に
あ
る
荊
を
江
南
の
土
地
に
た
と
え
た
。

エ

晏
子
は
、
土
地
柄
が
人
に
盗
み
を
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
は
ず
は
な
い
と
強
い
口
調
で
荊
王
に
説
い
た
。

オ

荊
王
は
、
晏
子
を
や
り
こ
め
よ
う
と
し
た
発
言
で
自
分
が
や
り
こ
め
ら
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
き
ま
り
が
悪
く
な
っ
た
。
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故
事

江
南
橘
為
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解
答
例

問
一

ａ

ま
さ
に

ｂ

と

ｃ

す
な
わ
ち

〈
４
点×

３
〉

問
二

側
近
た
ち

〈
５
点
〉

問
三

晏
子
に
恥
を
か
か
せ
る
方
法

〈
５
点
〉

問
四

有

縛

一

人

過

王

而

行

〈
５
点
〉

リ

シ

ヲ

ギ
テ

ヲ

ク
モ
ノ

問
五

Ｄ

な
ん
す
る
も
の
ぞ
や
。
（
と
。
）

Ｆ

し
か
る
ゆ
え
ん
の
も
の
は
な
ん
ぞ
。

〈
５
点×

２
〉

問
六

エ

〈
５
点
〉

問
七

オ

〈
８
点
〉


